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台風について
　台風の多い季節となりました。近年は地球温
暖化の影響もあり、大型の台風が多く発生して
います。そこで今回は見落としがちな屋内での防
災対策を２つ紹介します。

①�風呂場に水をためておく
　�断水に備えて、浴槽に水をためておけば水洗
トイレも使用可能です。

②�スマホ、パソコン、モバイルバッテリーを充電
　�停電に備えてフルに充電しておきましょう。
　しかし、上記で紹介したように家での対策も
大切ですが、危険と判断された場合は、すぐに
避難所に避難することも大切です。状況に応じ
て自分の身を守る最適な判断ができるよう日頃
から災害に対する備えを万全にしておきましょう。

　９月、10月の休日在宅医

月／日 給 油 店 名
９／ ５ 酒井串間店・井手都井店
９／１２ 津曲北方店・井手都井店
９／１９ 片平本町店・三協西小路店・井手都井店
９／２６ 井上仲町店・井手都井店

１０／ ３ 坂元串間店・井手都井店
１０／１０ 井手産商串間店・井手都井店
１０／１７ 酒井串間店・三協西小路店・井手都井店
１０／２４ 津曲北方店・井手都井店
１０／３１ 片平本町店・井手都井店

　９月、10月の日曜給油店

人口のうごき（令和３年８月１日現在）

人口  16,520人（前月比 -31人）
［男性  7,760人　女性  8,760人］世帯数  7,157世帯
※�令和２年国勢調査の速報値（令和２年１０月１日時点）を基に�
人口・世帯数を算出しています。

月／日 医療機関 診療科 電話番号
９／　５ 岡村クリニック 整形外科 72-7710

９／１２ 吾社クリニック 内科 71-3411

９／１９ ゆうゆうの森クリニック 内科 55-9111

９／２０ 串間中央クリニック 内科・小児科 27-3181

９／２３ アイレHDクリニック串間 内科・透析内科 55-8181

９／２６ 県南病院 神・精・内科 72-0224

１０／ ３
のだ小児科医院 小児科・アレ 71-1112

１０／１０

１０／１７ はなぶさ消化器・内視鏡
クリニック

内・消化器内科・
内視鏡内科 74-1187

１０／２４ にいな内科・循環器科 内・循・呼 71-1711

１０／３１ 岡村クリニック 整形外科 72-7710
※�休日在宅医は変更になる場合があります。受診する前に医療機関もしくはテレ

フォンサービス（☎23-9999）にて必ずご確認ください。

チャンネル税

　税の納付には安全・確実・便利な口座振替・自動
払込をぜひご利用ください。
　現金を持ち歩く必要がなく安全です。うっかり
納め忘れの心配もなく、納付が確実です。金融機
関へ出かける手間がいらず、お忙しい方には便利
です。

＜取扱金融機関＞
宮崎銀行
宮崎太陽銀行
宮崎第一信用金庫
宮崎県南部信用組合
串間市大束農業協同組合
はまゆう農業協同組合
九州信漁連（宮崎県内）
ゆうちょ銀行

＜申し込み方法＞
　通帳と通帳印、納税通知書を持参の上、希望さ
れる金融機関の窓口で手続きをしてください。

　 税務課�収納係☎72 - 1116�
管理係☎72 - 1115

問

納税は、便利で確実な
口座振替で！

■市木分団　分団長　成田一志
　消防団通信６回目は、市木分団の
ご紹介をさせていただきます。
・�分団長＝成田一志
・�副分団長＝山口哲次、時任忠弘
・�団員＝40名
・�管轄地区＝市木地区
・�配備車両など＝ポンプ車１台、�

小型動力ポンプ付積載車２台、�
�救助資器材搭載型車両１台、軽四輪
駆動小型動力ポンプ付積載車１台

・�部数および部長名＝�
１部：日髙裕貴（郡司部・子持田）
２部：相浦貴仁（内ノ畑・石原）�
３部：若松真一（上・下石波）�
４部：�和田幸太郎（中福良・八ヶ谷・

古都・平田・海北）
　５部：�田中正明（大藤・木ヤ藤・舳・

築島・夫婦浦）

　市木地区は、令和３年７月現在、
454世帯、838名（高齢者率54.6％）
の地域で、海岸部・中央部・山間部
と分けることができます。警戒を必
要とする災害も風水害・土砂災害・
台風・津波など、多岐にわたります。
年々、災害の規模は巨大化する中、

消防団
通信
しょうぼうだんつうしん

一方では、団員の減少に歯止めがか
からず、さらに、高齢者・要支援者
は増加の一途を辿っております。
　被害が懸念される災害に対応する
ため、「自分の地域は、自分たちで
守る」という消防団精神のもと、機
械器具点検・特別訓練などへの積極
的な参加および、不定期ではありま
すが、さまざまな災害に対する知識
や対処法を得るため、講習会などを
開催し、スキルアップを図っており
ます。今年度は、スキルアップの一
環として「市木地区防災講話　津波・
地震・台風・風水害の基礎知識」を計
画しておりましたが、新型コロナウ
イルス感染症に伴い残念ながら開催
することはできませんでした。今後
も地域と一体となり、減災に努めて
いくことが重要と考えていますので、
改めて講習会を計画する予定です。
　市木地区は移住者が多いことも特
徴でありますが、高齢化も進んでお
り、災害時には被害が大きくなるこ
とが予想されます。市木地区では、
若い力が必要不可欠です。移住者の
若い方々には、ぜひとも消防団に入
団していただき、ともに活動してい
ただきたい！と思います。
　私が若い頃は、消防団員になるの
が当然な時代でした。現在、市木で
暮らされている諸先輩方は、全員、
消防団OBだと言っても過言ではな
いと思います。その諸先輩方の思い
を次の世代へつなげることも大切な
私の役目の一つと考えています。
　「消防操法大会」、「市木柱松」など、
さまざまな行事が中止となる状況が

続いていますが、災害はどんな状況
であろうと発生します。そのため消
防団員は、当然のことながら訓練や
機械器具点検などを怠ることは許さ
れません。ご家族の方のご理解をお
願いします。
　「自分の命は自分で守る」しかし、
自助の行動が難しい方が多く暮らす
市木地区。その地域に暮らすみんな
が助け合い、大切な「人」「もの」「場
所」を守るため、いざというときは、
地区住民みんなで力を合わせること
が非常に重要と考えます。
　今年度は初めて、市木小学校と市
木分団が協力して避難訓練を実施し、
操法実演も行いました。子どもたち
からいただいたメッセージはわれわ
れの心の支えとなり、市木分団の宝
物となりました。また３月には、旧
市木中学校敷地内に「串間市消防団
市木分団活動拠点施設」が建設され
たことにより、市木分団第２部およ
び第４部は活動拠点施設へ車両移動。
その際に救助資器材やAEDなども
配備されました。これを機に、今ま
で以上に団員一同、市木地区住民の
生命・財産を守るための活動を加速
させる所存です。
　火災の発生が増加する季節となり
ます。火の取り扱いには、十分気を
付けてください。

　最後に「消防団員・
女性消防団員随時募集
中！」です。

●問い合わせ先＝串間市消防本部☎72 - 4151
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